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総
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　費

〇
山
形
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

〇
山
形
村
清
水
高
原
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
山
形
村
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

〇
山
形
村
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
〇
令
和
元
年
度
山
形
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

〇
清
水
高
原
交
流
施
設
他
５
施
設
（
ス
カ
イ
ラ
ン
ド

き
よ
み
ず
他
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定

【
指
定
の
相
手
先
　
株
式
会
社
　
ド
リ
ー
ム
ホ
テ
ル
】

〇
平
成
30
年
度
山
形
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

＊
給
料
・
職
員
手
当
等
を
除
く

〇
防
災
諸
費
　

　
地
域
防
災
計
画
修
正
業
務
委
託
料
　
71
万
３
千
円

〇
参
議
院
議
員
選
挙
費
　
　
　
　
　
　
108
万
８
千
円

〇
社
会
福
祉
総
務
費

　
自
立
支
援
事
業
電
算
委
託
料
　
　
　
34
万
９
千
円

〇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
費

　
備
品
購
入
費
（
入
浴
施
設
）
　
　
　
160
万
３
千
円

〇
保
育
園
費

　
空
調
設
備
設
置
工
事
（
エ
ア
コ
ン
）
　
　
157
万
円

〇
予
防
費
　
電
算
委
託
料
　
　
　
　
　
54
万
９
千
円

〇
母
子
衛
生
費
　
養
育
医
療
給
付
費
　
　
　
108
万
円

〇
道
路
新
設
改
良
費

　
登
記
測
量
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
91
万
８
千
円

　
道
路
新
設
改
良
、
舗
装
新
設
工
事
土
地
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
82
万
５
千
円

〇
非
常
備
消
防
費

　
退
職
報
奨
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
137
万
７
千
円

　
消
耗
品
費
（
雨
具
）
　
　
　
　
　
　
285
万
４
千
円

〇
給
食
運
営
費

　
給
食
関
係
備
品
購
入
費
　
　
　
　
　
69
万
５
千
円

〇
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
費

　
庁
用
備
品
購
入
費
　
　
　
　
　
　
　
34
万
２
千
円

　
修
繕
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
28
万
円

〇
排
水
及
給
水
費
　
漏
水
調
査
　
　
　
　
　
60
万
円

　工
事
の
発
注
状
況

〇
山
形
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
電
気
設
備
改
修
工
事
　
　
　
　
　
　
106
万
３
千
円

　〇
最
低
賃
金
の
改
善
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

〇
「
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
」
の
堅
持
を
求

め
る
意
見
書

〇
新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
に
関
す
る
意
見
書

　
そ
れ
ぞ
れ
、
意
見
書
を

国
に
提
出
す
る
も
の
と
し

た
。

（
請
願
・
陳
情
）

（
請
願
・
陳
情
）

令和元年の議会が始まった
消費税・人事異動などによる

条例の改正と補正予算が提出された

主
な
事
業
等
補
正
予
算

　
第
２
回
定
例
会
を
６
月
５
日
に

開
会
し
、
６
月
14
日
ま
で
10
日
間

開
催
し
た
。

　
議
案
13
件
、
請
願
１
件
、
陳
情

２
件
を
審
議
の
う
え
可
決
し
、
他

の
陳
情
２
件
は
継
続
審
議
と
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
日
・
７
日
に
10

人
が
登
壇
し
、
村
政
全
般
に
つ
い

て
質
問
を
行
な
っ
た
。

令
和
元
年
度

　
第
２
回
議
会
定
例
会

令
和
元
年
度

　
第
２
回
議
会
定
例
会

２



３

村
長
　
将
来
の
在
り
方
を
新
た
な
組
織
で
検
討
す
る

　
　
　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
方

　
　
が
増
え
て
い
る
が
、
村
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
。

　
　
　
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
だ
。

　
　
現
在
は
公
共
交
通
の
維
持
改
善
や
福
祉
バ
ス
の

運
行
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
奨
励
金
制
度

な
ど
事
業
実
施
に
向
け
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
高
校
生
な
ど
の
塩
尻
方
面
へ
の
通
学
の
利
便

　
　
向
上
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
村
を
通
る
既
存
路
線
の
維
持
を
最
優
先
に
考

　
　
え
て
運
賃
助
成
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
利
用
促

進
効
果
を
検
証
し
、
他
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
き
た
い
。
本
年
度
は
、
将
来
の
公
共
交
通
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
新
し
い
組
織
を
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
　
　
公
共
交
通
の
利
便
向
上
に
は
、
近
隣
市
村
と

　
　
の
連
携
が
必
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す

る
か
。

　
　
　
現
在
「
松
本
地
域
公
共
交
通
情
報
交
換
会
」

　
　
「
松
本
地
域
に
お
け
る
公
共
交
通
に
関
す
る
意

見
交
換
会
」
に
参
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
利
用
し
や

す
い
方
策
を
広
域
的
に
情
報
共
有
、
連
携
し
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

村
長
　
清
水
高
原
の
活
性
化
の
た
め
に
改
善
策
を
検

討
す
る

　
　
　
清
水
高
原
観
光
開
発
の
最
終
結
果
は
ど
う
な

　
　
っ
た
か
。
ま
た
、
現
状
は
。

　
　
　
別
荘
地
は
225
区
画
、
現
在
106
区
画
に
建
物
が

　
　
あ
る
。
観
光
道
路
は
村
道
一
級
６
号
線
、
総
延

長
7.6
㎞
、
村
の
幹
線
道
路
と
な
っ
て
い
る
。
今
は
清

水
高
原
へ
の
観
光
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
防
災
面
で
も
大
変
大
事
な
道
路
で
あ
る
。

日
々
の
道
路
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
道
路
の
環

境
整
備
、
迅
速
な
除
雪
体
制
等
を
整
え
て
い
る
。

　
　
　
清
水
高
原
を
村
民
が
も
っ
と
集
え
る
場
所
に
、

　
　
教
育
の
観
点
か
ら
の
活
動
、
事
業
が
で
き
な
い

か
。

　
　
　
平
成
29
年
度
か
ら
小
学
校
の
教
育
課
程
の
中

　
　
に
ふ
る
さ
と
学
習
を
位
置
づ
け
、
児
童
が
主
体

的
に
地
域
資
源
を
学
ぶ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

社
会
教
育
で
は
、
地
域
資
源
を
学
ぶ
講
座
を
公
民
館

事
業
等
に
よ
り
行
な
っ
て
い
る
。

　
清
水
高
原
の
自
然
や
文
化
財
を
地
域
の
大
切
な
資

源
と
し
て
再
認
識
の
上
、
新
た
な
活
動
、
事
業
に
結

び
つ
け
ら
れ
る
課
題
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
、「
山
形
村
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
係

る
検
討
委
員
会
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
」

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

百瀬昇一議員

清
水
高
原
の

　
　休
眠
施
設
の
活
用
を

　
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
６
日
・
７
日
に
10

人
が
21
件
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
質
問
議
員
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

●
質
問
時
間
は
60
分

　
山
形
村
で
は
、
議
員
が
質
問
で
き
る
時
間
は
答

弁
を
含
め
て
一
人
60
分
以
内
で
す
。

●
一
問
一
答
方
式

　
質
問
は
、
一
つ
質
問
し
て
一
つ
の
回
答
を
得
る

一
問
一
答
方
式
で
す
。
よ
り
問
題
を
深
め
ら
れ

る
方
法
と
言
わ
れ
て
ま
す
。

●
事
前
通
告

　
質
問
し
た
い
議
員
に
は
、
前
も
っ
て
質
問
内
容

を
記
し
た
事
前
通
告
書
の
提
出
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は

　
一
般
質
問
は
、
村
が
行
な
う
す
べ
て
の
事
務
や

事
業
に
関
し
て
何
で
も
質
問
で
き
る
大
事
な
議

員
活
動
の
場
で
す
。
年
４
回
の
定
例
会
の
み
、

臨
時
会
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

新居禎三議員

交
通
弱
者
が
増
加
す
る
が

　どの
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

A Ｑ

ＱA

ＱAＱA ＱA
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村
長
　
合
葬
墓
や
樹
木
葬
な
ど
の
施
設
整
備
は
数
年

前
か
ら
要
望
も
含
め
て
話
題
に
な
っ
て
い
る

　
　
　
な
ろ
う
原
霊
園
の
利
用
状
況
は
。

　
　
　
総
数
は
507
区
画
あ
り
、
購
入
さ
れ
て
い
る
の

　
　
は
165
区
画
。
そ
の
う
ち
、
墓
が
あ
る
の
は
127
区

画
で
あ
る
。

　
　
　
今
後
の
利
用
見
通
し
は
、
ど
う
考
え
て
い
る

　
　
か
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
需
要
が
著
し
く
伸
び
て
い
く
と

　
　
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
考
え
に
く
い
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

　
　
　
合
葬
墓
や
樹
木
葬
な
ど
の
施
設
整
備
は
ど
う

　
　
考
え
る
か
。

　
　
　
近
隣
で
は
、
比
較
的
先
行
し
て
い
た
松
本
市

　
　
に
加
え
、
塩
尻
市
や
安
曇
野
市
で
も
最
近
に
な

っ
て
合
葬
墓
が
整
備
さ
れ
た
。

　
山
形
村
と
し
て
の
方
向
性
を
判
断
し
て
い
く
た
め

に
、
先
進
事
例
を
研
究
し
、
整
備
か
ら
運
営
・
維
持

管
理
・
利
用
者
負
担
の
程
度
な
ど
総
合
的
な
検
討
を

す
る
材
料
を
集
め
る
作
業
に
手
を
付
け
始
め
た
。

　
そ
の
他
、「
交
通
事
故
防
止
の
対
策
は
」
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

村
長
　
修
繕
の
手
配
・
工
事
費
用
は
村
業
務
に
移
行

　
村
内
防
犯
灯
の
全
面
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
た
工
事
が

２
０
１
９
年
度
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
完

了
後
の
維
持
管
理
等
を
伺
う
。

　
　
　
こ
の
事
業
の
推
進
計
画
は
。

　
　
　
単
独
柱
の
建
て
替
え
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
Ｌ

　
　
Ｄ
Ｅ
灯
へ
の
切
り
替
え
作
業
は
10
月
位
か
ら
順

次
実
施
。
年
度
内
に
は
全
て
の
作
業
を
終
了
さ
せ
た

い
。

　
　
　
現
在
、
区
が
行
な
っ
て
い
る
「
修
繕
箇
所
の

　
　
情
報
収
集
・
依
頼
・
費
用
の
支
払
い
」
の
新
年

度
か
ら
の
取
り
扱
い
は
。

　
　
　
不
点
灯
等
の
不
具
合
の
情
報
は
、
各
区
か
ら

　
　
村
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
村
で
修
繕
の
手
配

や
支
払
い
を
行
な
っ
て
い
く
。

　
　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
完
了
後
の
防
犯
灯
新
設
・
移
動
・

　
　
撤
去
等
の
地
域
要
望
が
発
生
し
た
時
の
手
法
は
。

　
　
　
従
来
通
り
「
地
域
づ
く
り
実
施
計
画
書
」
の

　
　
提
出
に
よ
り
、
村
内
全
体
の
状
況
を
加
味
し
た

中
で
、
必
要
に
応
じ
各
区
や
防
犯
協
会
で
検
討
の
上

対
応
し
た
い
。

　
な
お
、
今
回
「
防
犯
灯
管
理
台
帳
」
を
整
備
し
、

迅
速
な
対
応
と
効
率
化
を
図
る
。

村
長
　
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
免
許
証
自
主
返
納
件

数
が
増
加
し
て
い
る
の
で
対
応
を
研
究
し
て

い
き
た
い

　
　
　
自
動
車
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢

　
　
者
へ
の
移
動
手
段
を
福
祉
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
以
外
で
構
築
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
福
祉
バ
ス
の
運
用
は
今
後
工
夫
す
る
部
分
も

　
　
あ
る
が
、
現
状
で
村
内
の
ほ
ぼ
全
域
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
た
め
、
新
た
な
移
動
手
段
は
考
え
て
い
な

い
。

　
　
　
移
動
困
難
な
高
齢
者
の
医
療
機
関
へ
の
福
祉

　
　
有
料
輸
送
で
の
通
院
は
村
内
外
と
も
可
能
か
。

　
　
　
福
祉
有
料
輸
送
は
２
業
者
、
村
内
外
各
１
業

　
　
者
が
営
業
し
、
登
録
者
は
５
名
い
る
。
村
外
の

医
療
機
関
へ
も
輸
送
し
て
い
る
。

　
営
業
範
囲
や
料
金
に
つ
い
て
は
、
福
祉
輸
送
運
営

協
議
会
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
重
度
心
身
障
が
い
者
・
障
が
い
児
に
は
タ
ク

　
　
シ
ー
利
用
助
成
が
あ
る
が
、
高
齢
者
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
　
高
齢
者
で
も
条
件
が
満
た
せ
ば
助
成
に
該
当

　
　
す
る
。

　
そ
の
他
、「
個
人
情
報
の
収
集
及
び
取
り
扱
い
」

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

春日　仁議員

な
ろ
う
原
霊
園
に

　
　
　
新
た
な
整
備
を

小出敏裕議員

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
免
許
証

　
　
　
　
自
主
返
納
へ
の
対
応
は

大月民夫議員

村
内
防
犯
灯「
全
面
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
向
け
て

A Ｑ
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A Ｑ
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村
長
　
地
域
社
会
全
体
で
見
守
る
体
制
を
研
究
予
定

　
　
　
日
本
で
は
核
家
族
化
が
進
み
、
世
界
一
の
高

　
　
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
、
山
形
村
の
高
齢
化
率

は
27.8
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
27
年
度
の
一
人
暮
ら
し
は
198
世
帯
、
高
齢
夫

婦
の
み
は
314
世
帯
と
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
一
人

暮
ら
し
で
倒
れ
る
ケ
ー
ス
が
起
き
て
い
る
。
村
の
取

り
組
み
は
。

　
　
　
保
健
福
祉
課
職
員
や
民
生
児
童
委
員
の
訪
問
、

　
　
あ
ん
し
ん
電
話
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
も
連
携
を
取
り

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
社
会
全
体
で
見

守
る
体
制
を
研
究
し
て
い
く
予
定
。

　
　
　
滋
賀
県
野
洲
市
の
よ
う
に
「
く
ら
し
支
え
合

　
　
い
条
例
」
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
こ
の
条
例
は
、
消
費
生
活
の
安
全
と
生
活
困

　
　
窮
者
支
援
を
セ
ッ
ト
に
し
た
日
本
で
は
初
め
て

の
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
中
で
孤
立
せ
ず
、
支
え
合

い
な
が
ら
安
心
生
活
が
送
れ
る
地
域
共
生
社
会
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
支
え
合
い
の
促
進
、

複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
世
帯
を
支
援
す
る
体
制
づ

く
り
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、「
子
ど
も
の
予
防
接
種
へ
の
補
助
を
」

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

村
長
　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
と
地
域

力
・
村
民
力
を
高
め
る
こ
と

　
　
　
村
民
が
主
役
の
村
づ
く
り
の
現
状
は
。

　
　
　
昔
か
ら
あ
っ
た
自
治
組
織
で
あ
る
常
会
に
、

　
　
行
政
の
末
端
組
織
で
あ
る
連
絡
班
を
重
ね
て
い

る
の
で
、
小
さ
い
連
絡
班
で
は
役
回
り
が
大
変
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
連
絡
班
の
統
合
を
含
め
検
討
委
員

会
で
の
協
議
や
村
民
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
で
、
引

き
続
き
検
討
・
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
自
立
財
政
の
確
保
、
効
率
的
な
財
政
運
営
は
。

　
　
　
公
共
施
設
整
備
基
金
の
残
高
は
、
本
年
５
月

　
　
末
で
９
億
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
イ
ン
フ
ラ
資
産

の
整
備
の
た
め
必
要

な
備
え
を
し
て
い
く
。

　
そ
の
他
、「
村
長

の
選
挙
公
報
に
記
載

さ
れ
た
、
７
つ
の
約

束
す
る
事
項
の
進
捗

状
況
は
」
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

村
長
　
今
年
度
は
20
本
の
松
枯
れ
を
確
認

　
　
　
山
形
村
で
の
松
く
い
虫
被
害
発
生
は
、
平
成

　
　
何
年
か
ら
か
。

　
　
　
平
成
27
年
の
夏
に
９
本
確
認
し
た
。

　
　
　
現
在
ま
で
の
発
生
状
況
は
。

　
　
　
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
23
本
の
被
害
木
を
確

　
　
認
し
た
。
今
年
に
入
り
職
員
に
よ
る
現
場
確
認

や
住
民
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
20
本
の
松
枯
れ

が
確
認
さ
れ
た
。

　
例
年
に
比
べ
る
と
松
枯
れ
の
発
生
が
多
い
の
で
、

今
後
も
注
視
し
て
い
く
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
駆
除
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
か
。

　
　
　
私
有
林
や
庭
木
の
被
害
木
は
、
所
有
者
に
伐

　
　
採
を
依
頼
し
、
費
用
に
対
し
て
は
補
助
を
行
な

っ
て
き
た
。
山
林
で
は
隣
接
す
る
立
木
に
も
被
害
が

拡
大
し
、
同
じ
場
所
で
繰
り
返
し
発
生
す
る
傾
向
が

あ
る
。
所
有
者
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
か
ら
長
野
県
森
林
づ
く
り
推
進
支
援
金
を
活

用
し
、
被
害
拡
大
の
抑
制
を
図
り
、
村
が
伐
倒
駆
除

を
実
施
し
て
い
く
。

　
そ
の
他
、「
県
営
畑
地
総
合
土
地
改
良
事
業
」
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

6/21山形小学校音楽会

百瀬　章議員

山
形
村
の
将
来
に
と
っ
て

　
　
　
　
最
重
要
課
題
は

竹野入恒夫議員

今
年
の
松
く
い
虫

　
　
被
害
発
生
状
況
は

大池俊子議員

一
人
暮
ら
し・高
齢
者
家
庭

　
　
　
へ
の
取
り
組
み
は

や
　
す

ＱA AA ＱＱ
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６

村
長
　
平
成
９
年
10
月
に
建
設
し
た
砂
防
ダ
ム
で
今

は
健
全
で
あ
る

　
　
　
点
検
な
ど
は
行
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
所
管
の
松
本
建
設
事
務
所
は
平
成
25
年
に
目

　
　
視
に
よ
る
ダ
ム
の
点
検
を
行
な
っ
て
い
る
。
損

傷
な
ど
は
な
く
健
全
な
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大

雨
の
際
に
は
村
担
当
者
が
水
量
な
ど
の
点
検
を
行
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
堂
ケ
入
ダ
ム
の
決
壊

　
　
を
想
定
し
て
い
る
か
。

　
　
　
堂
ケ
入
ダ
ム
の
決
壊
に
よ
る
土
砂
被
害
は
想

　
　
定
し
て
い
な
い
が
、
堂
ケ
入
ダ
ム
南
側
の
「
雨

越
え
沢
」
か
ら
の
土
砂
流
出
を
想
定
し
た
土
砂
災
害

警
戒
区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
定
め
て
い

る
。

　
　
　
新
た
な
第
２
ダ

　
　
ム
建
設
の
予
定
は
。

　
　
　
今
の
と
こ
ろ
は

　
　
計
画
し
て
い
な
い

が
、
将
来
的
に
は
考
え

ら
れ
る
。

　
そ
の
他
、「
東
原
地

籍
の
村
道
18
号
線
整
備

は
」
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

村
長
　
大
至
急
、
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題

で
あ
る

　
　
　
県
道
新
田
松
本
線
周
辺
の
居
住
者
が
、
特
に

　
　
近
年
、
夜
中
に
大
型
車
両
が
通
行
し
、
地
震
の

よ
う
に
家
が
揺
れ
眠
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
バ

イ
パ
ス
な
ど
の
対
策
は
。

　
　
　
こ
の
問
題
は
長
年
に
わ
た
り
県
に
要
望
し
て

　
　
い
る
。

　
山
形
村
の
将
来
像
を
示
し
、
大
至
急
検
討
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
山
形
保
育
園
と
や
ま
の
こ
保
育
園
の
違
い
は
。

　
　
　
ど
ち
ら
も
認
可
保
育
園
で
、
山
形
保
育
園
は

　
　
山
形
村
立
、
や
ま
の
こ
保
育
園
は
社
会
福
祉
法

人
や
ま
の
子
会
が
運
営
す
る
私
立
保
育
園
で
あ
る
。

　
　
　
私
立
保
育
園
の
補
助
制
度
は
あ
る
か
。

　
　
　
新
築
、
増
改
築
の
場
合
は
、
国
が
２
分
の
１
、

　
　
村
が
４
分
の
１
、
事
業
者
が
４
分
の
１
の
負
担

割
合
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
や
ま
の
こ
保
育
園
児
も
山
形
村
の
子
ど
も
で

　
　
あ
る
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置
経
費
は
村
で
負
担
で

き
な
い
か
。

　
　
　
や
ま
の
こ
保
育
園
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
検

　
　
討
す
る
。

堂ケ入ダムの様子

小林幸司議員

堂
ケ
入
ダ
ム
の
現
状
は

福澤倫治議員

県
道
新
田
松
本
線
の

　
　バ
イ
パ
ス
計
画
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
24
日
　
現
地
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
営
土
地
改
良
事
業
大
池
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
原
排
水
対
策
工
事

　
　
５
月
20
日

　
　
自
主
防
災
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　
勉
強
会

４
月
19
日
　
現
地
視
察
　
山
形
保
育
園
と

や
ま
の
こ
保
育
園
で
園
長
先
生
と
懇
談

　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
村
の
保
健
事
業
の
勉
強
会

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

ＱAＱＱA

ＱA
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活動中です　それぞれの現場より

頑張れ・・・・・地域づくり協力隊の皆さん頑張れ・・・・・地域づくり協力隊の皆さん

見　澤　　　愛
み　　 さわ　　　　　　まな

見　澤　　　愛
み　　 さわ　　　　　　まな

そば職人を目指しています。
村内のそば屋で修行中です。
プロを目指し、さらに修行を重ねます。

坂　野　岳　人
ばん　　 の 　　たけ　　 と

SNSとホームページで山形村を発信してい
ます。これからは、いろいろなものに活用で
きるコミュニティスペースを創りたいと思い
ます。

大　野　和　美
おお　　 の 　　かず　　 み

地域の子育て支援をしています。
山形村の自然を活かし、家庭的な小規模保育を
していきたいと思っています。

穴　澤　雅　美
あな　　ざわ　　まさ　　 み

坂　野　岳　人
ばん　　 の 　　たけ　　 と

大　野　和　美
おお　　 の 　　かず　　 み

穴　澤　雅　美
あな　　ざわ　　まさ　　 み

野菜作りと農産加工品の試作をやってい
ます。
農業と山形村の暮らしを、観光に繋げた
いと思っています。

そば集落の活性化とそば職人

情報発信

子育て支援

地域を生かした観光



田
畑
と
共
に

　大
阪
か
ら
山
形
村
へ
来
て
10
年
。

　何
も
解
ら
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
先
輩
農
家

の
方
々
の
指
導
の
も
と
、
農
業
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　今
年
の
春
に
は
新
規
就
農
者
と
し
て
独
立
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ス
タ
ー
ト
地
点

に
立
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
の
自
分
が
あ
る

の
は
応
援
下
さ
っ
た
人
達
が
い
た
か
ら
だ
と
思

い
つ
つ
、
畑
と
向
き
合
う
日
々
で
す
。

　家
族
を
持
ち
、
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
た

際
、
悲
し
い
事
件
が
多
い
中
、
村
に
あ
る
日
常

の
風
景
が
尊
い
も
の
と
感
じ
ま
す
。
出
先
で
子

供
に
笑
顔
で
声
を
か
け
て
く
れ
る
知
人
が
い
る

温
か
い
環
境
に
は
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

　ア
ル
プ
ス
を
背
に
綺
麗
に
耕
さ
れ
た
田
畑
の

風
景
、
そ
こ
に
育
ま
れ
て
き
た
人
の
輪
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
行
政
に

は
、
私
の
よ
う
に
就
農
・
永
住
し
た
い
人
を
支

援
す
る
施
策
を
所
望
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て

　
　
　暮
ら
せ
る
村
に

　私
が
山
形
村
に
転
入
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
数
十
年
前
、
あ
る
病
院
の
職
員
の
方

に
「
山
形
村
は
福
祉
に
つ
い
て
、
柔
軟
に

対
応
し
て
も
ら
え
る
か
ら
、
子
育
て
に
は

最
高
だ
よ
、
穴
場
だ
よ
。」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　実
際
に
移
り
住
ん
で
み
て
、
た
く
さ
ん

の
方
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
困
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　そ
ん
な
私
が
現
在
、
山
形
村
で
福
祉
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　仕
事
を
し
て
い
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は

働
き
者
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
70
代
・
80

代
あ
た
り
ま
え
に
、
家
族
の
先
頭
き
っ
て

の
畑
仕
事
、
そ
の
働
き
っ
ぷ
り
に
は
頭
が

下
が
り
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す

が
、
要
望
を
一
つ
。
買

い
物
を
し
た
り
、
お
い

し
い
食
事
を
し
た
り
、

観
光
で
き
る
場
所
が
欲

し
い
…
。
な
ん
て
い
い

と
思
い
ま
す
。

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
　
三
澤
　
一
男

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
百
瀬
　
昇
一

副
委
員
長
　
　
小
出
　
敏
裕

委
　
　
員
　
　
大
池
　
俊
子

委
　
　
員
　
　
竹
野
入
恒
夫

委
　
　
員
　
　
百
瀬
　
　
章

委
　
　
員
　
　
三
澤
　
一
男

私
の
一
言

私
の
一
言

　
新
元
号
『
令
和
』
新
た

な
時
代
の
幕
開
け
で
す
。

　
令
和
は
万
葉
集
の
「
初

春
の
令
月
に
し
て
気
淑
く

風
和
ぎ…

」
か
ら
引
用
さ

れ
た
こ
と
ば
で
す
。

　
安
倍
首
相
は
新
元
号
に

つ
い
て
、「
人
々
が
美
し

く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、

文
化
が
生
ま
れ
育
つ
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
」
と
説
明
し
て
い
ま
し

た
。

　
平
成
か
ら
令
和
に
時
代

が
変
わ
り
ま
し
た
。
両
時

代
の
「
平
」「
和
」
の
文

字
を
取
り
、
ほ
ん
と
う
に

争
い
や
災
害
の
無
い
時
代

に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

小
林
　
幸
司

北
村

　陽

き
た

む
ら

　
　
　た
か
し

（
上
大
池
）

大
森
貴
子

お
お

も
り

た
か

こ

（
小

　坂
）

　
６
月
議
会
も
終
わ
り
、
あ
つ
い
夏

も
す
ぐ
そ
こ
に
。
小
学
校
の
エ
ア
コ

ン
工
事
も
始
ま
っ
て
い
る
が
、
完
了

は
夏
休
み
明
け
に
な
り
そ
う
。
保
育

園
も
、
一
番
利
用
し
た
い
夏
が
終
わ

っ
て
し
ま
う
。

　
今
年
の
10
月
か
ら
は
消
費
税
が
10

％
と
な
る
。

　
人
間
が
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で

続
け
ら
れ
る
経
済
活
動
に
対
し
て
税

金
を
か
け
る
こ
と
は
、
国
民
の
「
生

存
権
」
を
脅
か
す
。

　
課
題
は
山
積
の
国
会
だ
が
、
地
方

議
員
と
し
て
し
っ
か
り
考
え
、
判
断

を
し
て
い
き
た
い
。大

　
池
　
俊
　
子

よ

や
わ
ら
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